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ＳＯＭＰＯヘルスサポートは全国のあらゆる健康課題（メンタル、フィジカル、健康経営）に対して
組織にも個人にもワンストップでソリューションを提供できることが強みの企業です。

メンタルヘルス対策(心のケア)

健康経営支援サービス

フィジカルヘルス対策(身体のケア)

コラボヘルス推進

日本有数のメンタルヘルスサービス取引

約９００社との企業取引／従業員100万人超へのサービス提供
※2022年度実績
※2007年事業開始(旧損保ジャパン日本興亜ヘルスケアサービス)

■メンタルヘルス対策
■ストレスチェック・プレゼンティーイズム測定
■産業保健体制構築支援
■産業医サービス
■研修サービス 等

健康経営の課題分析からソリューションまで対応

データ分析・健康経営基盤作り支援

※ＳＯＭＰＯヘルスサポート：健康経営優良法人（ホワイト500)6年連続認定
※ＳＯＭＰＯホールディングス：健康経営銘柄2021 4年連続選定

■データ分析による健康課題の可視化支援
■健康経営度調査票コンサルティング
■健康経営推進の総合コンサルティング 等

【健康指導・情報提供事業】保健指導実績 全国トップシェア

健保・共済組合を中心に約630団体、年間約47万件の保健指導
医療専門職ネットワーク：約1,300名
※2022年度実績
※2004年事業開始(旧全国訪問指導協会)

■フィジカル対策（生活習慣病関連）
■ヘルスリテラシー研修
■データヘルス計画策定支援
■情報提供事業 等

企業と健康保険組合の「コラボヘルス」を豊富なノウハウ
とソリューションにてワンストップ対応

■厚生労働省が推進し、健康保健組合が実施する「データヘルス」の支援
■経済産業省が推進し、企業が実施する「健康経営」の支援
■健康保健組合と企業との連携支援

当社の事業紹介
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当社のビジョン
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ＳＯＭＰＯグループの健康経営
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ＳＯＭＰＯグループの健康経営

＜ＳＯＭＰＯグループの「パーパス経営」＞
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ＳＯＭＰＯグループの健康経営

⇒管理職は「MYパーパスにもとづく対話」を部下と定期的に行ったり、
日頃からパーパスドリブンなマネジメントを求められている。
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当社における健康経営の位置づけ
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当社の健康経営宣言
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当社の健康経営推進体制
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当社の健康経営施策全体のＫＰＩ
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産業保健と健康経営

産業保健 健康経営

根拠法令 労働安全衛生法

主管省庁 厚生労働省
＝国民の健康維持・増進、働く環境の整
備、職業の安定・人材の育成等

経済産業省
＝民間の経済活力の向上、経済および産業の発
展等

目的 ・労働災害の防止のための危害防止基準
の確立、責任体制の明確化
・職場における労働者の安全と健康を確
保
・快適な職場環境の形成を促進

健康を経営的視点から考え、戦略的に実践し、
結果的に業績向上や組織としての価値向上へ繋
がることを期待

法令に規定される罰則（刑事罰）、義務
及び努力義務などにより、安全配慮義務
を確実に履行することが求められている

企業の自由な健康維持増進のための取り組みに
より従業員の生産性向上やワーク・エンゲージメ
ント向上を図ることにより、企業の業績や価値を
向上させるとともに、副次的にヘルスケア産業の振
興もその目的

特徴 原則として事業所単位での体制構築や実
務を行うことが想定されている

従業員の健康を経営課題として、経営層が主体
となって全社統一で行うことが想定されている

 上記の通り、主管省庁が違うため、「成り立ち」や主目的の違いはあるものの、両者は「快適な職場環境の形成を促進」を
目的としているという点では共通している。実際、健康管理・健康増進の実務という点では、重なり合う部分が大きい。

 今後は、健康経営の目的（＝企業価値の向上）もスコープに入れた、幅広い視点での産業保健活動が求められる。
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産業保健職の活用について

⇒そもそも産業保健職を「管理職支援」や「従業員の生産性・エンゲージメント向上」など、
事業のより良い遂行という文脈で活用しようという意識が、これまでは低かったのではないか？
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産業保健職の活用について

管理職は、会社の役員や人事等管理部門と社員の「ハブ」となる大切なポジション。
健康経営の各種施策に関しても、管理職を通じて降ろさないと上手くいかないことも多い。

誰が管理職をケアできるでしょうか？

「営業目標（販売目標・生産目標etc）を達成しなさい」
「部下にあまり長時間残業をさせないように」
「部下に不調者や離職者を出さないように気を付けなさい」
「部下の不調に早く気づきなさい」
「高ストレス者を減らしなさい」
「部下に仕事のやりがいを与えなさい」
「部下のキャリアの相談にのりなさい」
「心理的安全性の高い職場をつくりなさい」
「部下一人ひとりの個性に応じてマネジメントしなさい」
「部下と対話して、エンゲージメントを上げなさい」 etc・・・・

ただし、管理
職の負荷は相
当に高い・・・
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当社の産業保健職
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ＯＭＣからのアプローチ
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ＯＭＣからのアプローチ
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ＯＭＣから管理職への支援いろいろ

「早いもので9月になりました。夏の疲れが出
る頃ですが、ご体調はお変わりありません
か？」などと声がけをしながら、目標面談の際
には『管理職が高めるワーク・エンゲイジメン
ト』など、その時期に合った動画を定期的に勧
めています。

定期的な声かけ＋動画案内

管理職は経営陣と部下に挟まれるストレスの
多いポジションですが、なかなか周囲に相談で
きないという傾向がありますので、ＯＭＣに日
常的に気軽に相談できる窓口を常設していま
す。「管理職こそセルフケアが大事」を合言葉
に。

管理職自身の相談対応

部下がメンタルヘルス不調になってしまった場
合、上司には相当の負荷がかかります。ＯＭ
Ｃは本人へのケースマネジメントも実施します
ので、本人の状態に応じて、上司がどのように
関われば良いか、アドバイスを行っています。
業務調整についても相談に乗ります。

不調の部下に関する相談対応

その職場の集団分析結果を一緒に見ながら、
職場の良い点や課題点を具体的に洗い出し、
職場環境改善のためのアクションプランを一緒
に立案します。一定期間後に振り返り面談も
行い、プラン通りに行かなかった部分は、その
原因と対策を一緒に考えます。

ストレスチェック後の職場改善支援

その職場の集団分析結果を一緒に見ながら、
上司がどう部下に関わっていくのが良いかアド
バイスし、結果改善に向けて併走する形で関
わります。「管理職任せ」にしないことを心がけ
ています。

エンゲージメント・プレゼンティーイズ
ム結果に基づいたマネジメント支援

ＯＭＣは、休職者のケアや復職判定にも関
わっています。そのため、休職から復職してくる
際、本人の上司に対して、本人とどう関わる
か、復職支援プログラムの作成と進捗確認、
周囲の同僚へのケアなど、職場の環境調整に
動いています。

復職支援中の上司支援

「不調の部下への対応方法」「心理的安全
性の高い職場の作りかた」「発達障害の部下
を持った場合には」「ハラスメントと業務指導の
境目とは」「世代間コミュニケーション」など、実
践的なラインケア研修を定期的に実施してい
ます。

各種ラインケア研修
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プレゼンティーイズム測定の意義

「プレゼンティーイズム測定」をお勧めする理由

「健康経営」の

アウトカムとして
『企業の「健康経営」ガイドブック』

『健康投資管理会計ガイドライン』

『健康経営度調査票』など

において紹介や、指標として設定されています

顕在化している

健康問題の把握
どのような健康問題が生産性に影響している

のかを併せて把握することができれば、

「早期」・「的確」に、個人への対応や

集団への支援施策が打ちやすくなります

生産性の可視化

比較・分析
働き方や働く意義が多様になってきている中、

生産性を可視化し、比較・分析することは、

経営者側と労働者側、双方にとって

大きな意義を持つと考えられます

プレゼンティーイズムの
影響の大きさ
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ツール 特徴 詳細

Wfun

労働機能
障害評価
プログラム

WFun(Work Functioning Impairment 
Scale）は、産業医科大学で開発された健
康問題による労働機能障害の程度を測定す
るための調査票である。

7つの設問の回答の合計得点（7～35点）
で点数化する。点数が高い方が労働機能障
害の程度が大きいことを示す。

日本における先行研究の結果より、21点以
上が中程度以上の労働機能障害があると判
断できる。

Q.ていねいに仕事をすることができなかった
Q.○○○
Q.○○○
Q.○○○

上記のような7問に以下の5段階で回答
5.ほぼ毎日ある／4.週に2日以上／3.週に1日程度／2.月に1日以上1.／まったくない

＊7問の合計点数で判定
7~13点：問題なし
14~20点：軽度の労働機能障害
21~27点：中程度の労働機能障害
28~35点：高度の労働機能障害

WLQ-J

生産性
測定
プログラム

WLQ（Work limitations 
Questionnaire / タフツ大学医学部作
成）の日本語版。

全25問の質問項目からなり、4つの尺度
（「時間管理」5問、「身体活動」6問、「集
中力・対人関係」9問、「仕事の結果」5問）
で構成されている。

回答をタフツ大学開発のアルゴリズム（非公
開）にかけることにより、生産性の低下率を
算出する。

【時間管理】Q.正規の勤務時間どおりに仕事をすること

【身体活動】Q.健康状態もしくは感情的な問題を感じることなく、職場内の移動（例えば、会
議室まで歩くことなど）が出来ること

【集中力】Q.気をそらさずに仕事を続けること

【対人関係】Q.対面で、会議で、または、電話で人と話をすること

【仕事の結果】Q.期待される量の仕事をこなすこと

上記のような25問に以下の6段階で回答
常に支障があった／ほとんどの間支障があった／ときどき支障があった／わずかに支障があった／
まったく支障はなかった／私の仕事にはあてはまらない

プレゼンティーイズム測定ツール２種
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WLQ-J WFun

特徴

質問数 25問 7問

元の言語 英語 日本語

客観性
（定量的）

○：25問の質問からロジックで算出
※ただし、選択肢がやや主観的（わずかに・・
など）

○：7問の質問から算出
※客観的に回答できる選択肢（週2日以
上・・など）

経済損失の算出
(コスト評価)

○：労働生産性の低下率を％で算出可 ×：算出不可

下位尺度 ◎：「時間管理」「身体活動」「集中力・対人
関係」「仕事の結果」のどこが低下しているのか
を体系的に把握することが可能

×：なし
※ただし、8問目を追加質問として加えることで、
原因となる健康問題の種類を把握可能

リスク保有者の把握 × ○：健康問題による労働機能障害保有者を
把握することを目的としたツールであるため、活
用可

ベンチマーク △：質問が詳細なため、業種等により影響を
受けやすい。
※類似業務を行っている部署間の比較には
活用可

○：集団や個人の特性に依存されにくく、ベン
チマークとして活用しやすい

主な用途 ・生産性損失のコスト評価（類似・同一業務
を担当している部署ごと、介入前後の効果検
証も含む）
・下位尺度を用い、労働生産性低下の原因
を追究

・労働機能障害保有者割合の比較（部署ご
と、介入前後の効果検証も含む）

・産業医面談・保健師面談等を実施する従
業員のスクリーニング

プレゼンティーイズム測定ツール２種
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ＷＦｕｎの結果例



25© Sompo Health Support Inc. All Rights Reserved.

ＷＦｕｎの結果例
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ＷＦｕｎに影響を与える組織の資源

※各要素からの影響力が強く、モデルからの説明力が高い項目を取り上げている

※ＳＯＭＰＯインスティチュート・プラスとの共同研究
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お問い合わせ先

https://www.sompo-s.co.jp/temporary/

当社ＨＰからサービスのお問い合わせ

本講演内容に関するお問い合わせ

ＳＯＭＰＯヘルスサポート株式会社

企業コンサルティング部

桜又 彩子（さくらまた あやこ）

E-Mail: asakuramata70@sompo-hs.co.jp




